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１．研究背景 

  わが国は超高齢社会を迎えたとともに，人口減少が

進んでいる．現在｢まち｣は薄く広がり，まちから人が少

なくなり，まちの活力や楽しみ，にぎわいが失われてい

る．さらに都市機能の無秩序な拡散に伴い住宅や商業

施設だけでなく，病院や市役所等の公共公益施設が郊

外に立地し，車がなければ生活しにくい拡散型の都市

構造となっており，本研究の対象となる金沢市も例外

ではない１）． 

中心市街地は，公共交通ネットワークや都市機能・イ

ンフラ等のストックがあり，効果的・効率的に都市機能

を集積する拠点として重要な候補地といえる．そこで，

政府は，上記の問題点の解消をするべく，1998 年に中

心市街地活性化法を制定し，同法に基づいた基本計画

を市区町村に実行させようと講じている．金沢市中心

市街地は，2007 年に金沢市中心市街地活性化基本計画

の認定１）を政府から受けたものの，主に昼間の対策の

みでしか対応できておらず，夜間の対策が施されてい

ないのが現状である．   

中心市街地の活性化を目指し適切な施策を提案する

ためには，来街する人々の中心市街地内での行動を詳

細に把握し，問題点及び改善点を見つける必要がある．

本研究は昼間と夜間では人々の行動や不満点等が異な

ることを考慮し，夜間の人々の行動に着目した． 

 

２．研究の目的と位置づけ 

 本研究の目的は，金沢市中心市街地と夜間の繁華街

のエリアが重なっていることに着目し，中心市街地に

おける夜間の市民の行動及び市街地の現況を明らかに

することを目的とする． 

 

 

また，本研究の新規性及び独創性は次の 2 点が挙げ 

られる．1つ目は，市民の夜間の行動に着目したといっ 

た点である．これまで，中心市街地における市民の来街

行動を対象とした研究はいくつかあるものの，いずれ

も昼間の行動を対象としているものが多数を占めてい

る．昼間の人々の行動だけでなく，夜間の人々の行動を

明らかにし，適切な商店の配置や営業時間の設定等の

施策を提案することは非常に重要である２）．2 つ目は，

本研究で用いる研究手法である．アンケート調査と非

接触で調査可能な Wi-Fi パケットセンサ調査を実施

することで，紙面調査だけでは把握困難な夜の回遊

行動を詳細に把握した点である． 

 

３．金沢市中心市街地における回遊行動のアンケー

ト調査 

 2018 年 9 月に金沢市民に対して金沢市中心市街地に

おける回遊行動アンケート調査を行った．調査期間は，

2018年 9月 19日から 10月 31 日とし，調査対象は，金

沢市内に住む中心市街地内・外の各 2500世帯に 2 部ず

つ配布機関を利用して偏りがないように配布した．

2018 年 10 月 31 日時点での回収部数は 630 世帯分 737

サンプルで，回収率は約 12.6%であった． 

 質問項目としては，設問項目が 4つ，全 33問である．

夜間の行動に関する設問では，通勤・通学・パート・ア

ルバイトを除いた行動のうち来街頻度，目的，移動手段，

立ち寄る場所の平均的な数，平均滞在時間，平均消費金

額，訪れる際の平均定期な人数，訪れる頻度の高い場所，

交通イメージについて（5 段階評価），中心市街地の不

満点，帰宅手段，平均帰宅時間等の設問を設けた．これ

らの設問を通して中心市街地の夜間における市民の行

動の現状を把握し，いくつかの課題抽出及び分析を行 
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った結果，夜間において中心市街地居住有無での消費

金額・滞在時間の違いは昼間に比べ，図-1 に示すよう

に小さいことが明らかとなった． 

 

４．Wi-Fiパケットセンサを用いた夜間行動分析 

 アンケート調査では明らかにできなかった夜間の金

沢市中心市街地における人々の流動を詳細に把握する

ために，Wi-Fi パケットセンサ調査を行った．調査は夜

間に人が集中する週末の 2019 年 1 月 11,18 日（金）18

時～1 月 12,19 日（土）6 時の二回にかけて行った．設

置場所は武蔵ヶ辻から犀川大橋にかけての約 1.7 ㎞に

「武蔵ヶ辻」から順に「香林坊」「片町一丁目」「片町き

らら前」「片町スクランブル交差点」「犀川大橋前」の 6

個のセンサを設置した．図-2 の赤色星印が設置場所で

ある．設置場所の選定条件として，設置場所付近は交差

点であること，またバス停の近くであるといったこと

で，人々の出入りや滞留が多い場所となっており，Wi-

Fi 電波をキャッチしやすいためである． 

 車で通過したのみ，設置ヵ所付近に従事する人，常設

されている Wi-Fi，タクシードライバーと思われるよう

な何回も検出されるデータ等の，本研究の対象でない

データを除外する閾値として以下の 2 点を設定した．

１つ目は 30分以上の連続した滞在データが得られたも

ので，2 つ目は観測回数が 5 回以上見られたものであ

る．これらの条件の一方もしくは両方に当てはまる場

合はデータから除外した．紙面の都合上，香林坊の 15

分毎の取得データ数を図-3に示す． 

 

５．まとめと今後の課題 

 本研究における Wi-Fi パケットセンサ調査では，中

心市街地における繁華街の人の出入りと滞在時間の見

える化を試みた．その結果，片町スクランブル交差点か

ら犀川大橋にかけての地区が深夜帯の時間でも他の地

区とは異なり，人が集中していることがわかった．また，

人が少なくなる要因として最も影響を与えると示唆さ

れたものは商業施設の閉店時間であり，閉店時間とみ

られる時刻から徐々にデータが観測できなくなること

を確認した． 

 本研究における今後の課題として 2 つ挙げられる．1

つ目は，本研究は金沢市民を対象とした行動を調査し

たものである．市民の回遊行動特性をより明確にする

ために，今後は多数存在する観光客や近隣市町村から

の来街者を対象とした中心市街地行動調査が必要であ

ると考えられる．2 つ目に，Wi-Fi パケットセンサ調査

では，週末のみの調査しか行えなかったため，今後は調

査を平日に行うことや，回数を増やしていくことでデ

ータの客観性をより強固とする必要がある． 
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図-1 昼夜間の滞在時間比較 

図-2 ラズベリーパイ設置地点 

図-3 香林坊のデータの時間推移 
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